
令和５年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

施 設 名 大和市下鶴間児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター下鶴間会館管理運営委員会 

指 定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

      【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務                                                  （単位：人）  

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 
合 計 １日平均 

開館日数 

（日） 

下鶴間 ７４ １，８４０ １,１１２ ２７５ ３，３０１ １０．８ 30５ 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分まで（月曜日

と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員２名の常時配置、児童館としての自主事業の実施および児

童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施設内の安全確保について仕様書に定めると

おり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

 月 事 業 名 開催期間 参加者数 

４ 
1 年生へのプレゼント   

4 月の工作（母の日カーネーションづくり） ４/１１～４/２８ １１人 

５ 
５月の工作（マジックシアターづくり） ５/９～５/２１ １７人 

その他の工作（母の日カーネーションづくり） ５/１９ ２人 

６ ６月の工作（父の日におくるコミセンカードづくり） ６/６～６/１８ １２人 

７ 
七夕イベント（会館共催） ７/２ １２３人 

７月の工作（夏のキラキラクラゲのレジンづくり） ７/１１～７/２３ ２５人 

８ 

安全安心こども映画会 ８/４ ８人 

避難防災訓練（管理指導員のみ） ８/６ ７人 

８月の工作（スライムづくり） ８/１５～８/２７ １８人 

９ ９月の工作（敬老の日に贈るおしゃれ写真立てづくり） ９/12～９/24 １2 人 

１０ 
コミセンまつり（会館主催） １０/７ １１０人 

１０月の工作（マジックボックスづくり） １０/１７～１０/２９ １０人 

１１ １１月の工作（織物コースターづくり） １１/１３～１１/２６ １０人 

１２ 

クリスマス会（ビンゴゲーム・じゃんけんゲーム・ハンドベル

演奏・お菓子のプレゼント） 
１２/１０ ９９人 

クリスマス工作（スノードームづくり） １２/１２～１２/２４ ２２人 

１ １月の工作（からくりカードづくり） １/１６～１/２８ ９人 

２ ２月の工作（三色団子のつるしびなづくり） ２/１３～２/２５ ９人 

３ 

３月の工作（コロコロおきあがりこぼしづくり） ３/１２～３/２４ １３人 

お楽しみ会（○×ゲーム・影絵・お菓子のプレゼント） ３/１６ ５８人 

避難防災訓練（管理指導員・利用児童） ３/１６ ７人 



 

２．収支決算概要                                                                  （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 
2,９７６,0３３ 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の給

料、諸手当、福利厚生費等の金額） 

2,６２８,７６１ 

雑入 

（預金利息等） 
0 
事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施の

ために支出した金額） 

１４８,７８５ 

収入計（①） 2,９７６,0３３ 支出計（②） 2,７７７,５４６ 

    

収支決算 1９８,４８７ 

 

３．管理運営に対する評価等 

指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

評価にあたっては、令和６年２月から３月にかけて利用者アンケートを実施し、令和５年度事業について利

用者より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の管理・運営については、条例等に則り適切に行われています。 

・新型コロナウイルス感染症が令和５年５月から５類感染症に移行してからの運営について、感染防止対策は

継続をしつつ、昨年度より多くの児童が放課後の居場所として利用してもらえる結果になったことについて、

評価します。 

・利用者アンケート「スタッフの対応」について、継続して高い水準を維持している点を評価します。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

・今年度企画した自主事業について全て計画通り実施できたことを評価します。 

・工作は、昨年度とは異なった内容を、毎月実施しています。８月のスライム工作は昨年度好評だったため、実施

していると考えられ、工夫を感じます。児童の創作意欲の向上と、児童館を継続的に利用する機会を創出し

ている点について評価します。 

・コロナ禍の影響により、昨年度開催できなかったコミセンまつりを再開させ、子どもたちにとって有意義な時間

となるように企画した点を評価します。 

・今年度の七夕イベントは、昨年度と内容を変更し、子どもたちがどのようなイベントであれば行きたいのかを

考え、染め物、映画会、短冊書き、そしてお菓子のプレゼントを行ったことで参加者数が２倍以上となったこと

について評価します。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行われているほか、施設を維持するための取り組みが見られます。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な人員配置及び財務状況と判断します。 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 


